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小規模離島における学校の役割と住民意識

― 沖縄県竹富町鳩間島の事例 ―

堀 本 雅 章
( 法政大学沖縄文化研究所 )

School’s Role in Sustaining Resident’s Consciousness in Small-scale Island : 
A Case Study at Hatoma Island, Taketomi Town, Okinawa Prefecture

Masaaki HORIMOTO
(Institute of Okinawa Studies, Hosei University)

摘　要

　沖縄県竹富町にある鳩間島では，過去 2 度にわたり小学校廃校の危機に直面した．学校存続のために，親戚の

子を呼び寄せ，施設の子どもを受入れ，近年は「海浜留学生」を受入れることにより学校を維持している．学校

の役割は第一に「教育の場」と考えられるが，調査の結果，「島の存続」，「島の活性化・過疎化させないためのもの」

をあげる者が多かった．島外から子どもを受入れることにより廃校にならず，島は明るく活気が出て，子どもた

ちが島へ与える影響は大きい．同時に，島民や島の自然が子どもたちに与える影響も大きい．近年，少ないながら，

鳩間島出身者が戻りつつある．今後鳩間島出身者を含め，人々が定住できるように，鳩間島に合った観光を取り

入れると同時に，観光だけに頼らない新たな島の産業の確立が必要である．

 
キーワード：鳩間小学校，廃校，過疎化，里親　

Key words: Hatoma elementary school，school closing，depopulation，foster parent

Ⅰ　は じ め に

1．問題の所在と研究目的

　現在，学校の統廃合は全国各地で見られる．子ども

の減少による小学校の統合は，近年都心部でも珍しい

ことではない．若林（2008）は，東京でも人口ドーナ

ツ化現象が進み，夜間人口の減少と少子化によって

児童・生徒数が激減し，区立小中学校の統廃合問題

が 1990 年代に入って顕在化してきたと指摘している．

また，田中（1993）は，地域の学校が廃校になると，

地域の教育的力量が衰退し，地域それ自身も崩壊の過

程をたどる例が多いと述べている．

　一方，過疎地域においては，学校の統合だけでなく，

子どもが激減し廃校となることが多い．沖縄県におい

ても，伊平屋島と伊是名島との間にあった具志川島が

廃校後無人島になり，西表島の網取では廃校を経て廃

村になった１)
．このほか，竹富町史編集委員会 (1993)

によると，竹富町にある新城島（上地島）では，1975
年 3 月に小学校が廃校となり 79 年の歴史にピリオド

が打たれた．多い時には 90 人の児童がいたが，本土

復帰を境に一桁に落ち込み，閉校時は 4 人となり，廃

校の翌年度から島の人口は１桁となり現在に至ってい

る．同様に，久米島町のオーハ島，多良間村の水納島

では，現在島に学校はなく，人口 10 人未満にまで減

少しているが，新城島（上地島・下地島），オーハ島，

水納島ではかつて人口 100 人を超し，1960 年の国勢

調査によると新城島（上地島・下地島）135 人，オー

ハ島 134 人，水納島 190 人であった．さらに現在，オー

ハ島は島民全員が 65 歳以上である．このように廃校

は，無人島化やさらなる過疎化を急速に進めることが

多い２)
．

　学校が存続すれば，児童・生徒やその親，さらに教

職員，場合により教職員の家族も島に居住するが，廃

校によりその機会がなくなってしまう．特に極めて小

規模校の場合，児童・生徒と同程度，場合によりそれ

以上の教職員が配置され，島の人口のかなりの部分を

占める３)
．さらに，教職員が島の行事や共同作業に加
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わることで，彼らが島にとって欠かせない存在となり

得る．

　本稿の研究対象地域である沖縄県八重山郡竹富町鳩

間島にある鳩間小学校は，1974 年と 1982 年の 2 度に

わたり廃校の危機に直面した．これに対して島民はそ

の都度親戚の子を呼び寄せ，廃校になるのを免れてき

た．その後里子や海浜留学生を受入れ，近年は家族と

ともに移住してきた子どもとともに学校を維持してい

る４)
．

　ところで，鳩間島の里子，海浜留学を取りあげた文

献として，次のものがある．森口 (2005) は，廃校の危

機に直面した鳩間小学校存続に向けた島民の努力や，

海浜留学生が小学生から中学生へと高学年化し，入学

希望者が全国各地にひろがっている背景についてふれ

ている．また，羽根田 (1997) は，鳩間島民の暮らしや

学校存続のための努力について述べている．さらに，

鈴木ほか (2005) は，鳩間島での海浜留学の体験や，鳩

間小中学校の在籍数にふれ，年度途中の児童，生徒の

転入，転出は教員の増減につながり，学校関係者に大

変な苦労を強いることになると指摘している５)
．一方，

鈴木・加藤（2003) は，里親制度と海浜留学制度の違

いや，それらの受入れ状況についてふれている．また，

大城・加治工（1997）は，鳩間小学校の沿革や変遷，

島の人口の変化，島の産業や社会について詳述してい

る．

　これらのように，鳩間島における廃校を阻止するた

めの島民の努力や，里親制度，海浜留学制度に関する

文献はある．しかし，鳩間小中学校の役割に関する島

民の意識調査を行った研究は見当たらない．本稿にお

ける研究目的は，過去に廃校の危機に陥った鳩間島に

おける学校の役割について島民の意識調査を実施し，

学校の役割は子どもの教育以外に何があるのか，小規

模離島にとって学校はどのような存在なのかを解明す

ること，さらに鳩間島での居住期間や就業状況といっ

た属性の差異により，学校についての考え方の違いの

有無を比較，分析することである．

2．研究方法

 1) 調査方法と質問項目

　調査は，20 歳以上の鳩間島在住者を対象に 2007 年

7 月下旬および 9 月中旬に，対面調査または後日回収

する方法のうち，調査対象者の希望を配慮し実施した．

鳩間島民の学校や，里子および海浜留学生の受入れに

対する考え方を把握するため，次の質問を行った．主

な質問項目は，回答者の属性に関するもの以外に，「学

校の役割について」，「廃校になっていた場合の島の状

況について」，「里子・海浜留学生受入れ後の島の変化

について」，「里親・受け親の経験について」等である．

調査対象者は，鳩間島に住民票がありかつ現実に居住

している 20 歳以上の者とし，公民館長らに居住状況

を確認した６)
．学校教職員 11 人のうち，教員および

事務職員計 9 人については，調査の主旨説明を一度に

行い，まとめて回答を回収した７)
．また，調査の結果

は全体または大グループで集計し，個人が特定されな

いよう分析する旨付け加えた．

 2) 回答者の属性と属性グループ

　20 歳以上の調査対象者 47 人中，有効回答数 41，有

効回答率 87％である．回答を得られなかった 6 人の

内訳は，調査拒否 4 人，一時不在 1 人，島外で入院中

1 人である．

　回答者の年齢は 20 歳代 7 人，30 歳代 7 人，40 歳代

3 人，50 歳代 11 人，60 歳代 3 人，70 歳代 7 人，80
歳以上 3 人である．60 歳以上の回答者が 32％で，学

校教職員を除くと 42％である．性別は男性 23 人，女

性 18 人である．

　次に回答者の職業は，民宿（食堂を併設している場

合を含む）11，公務（学校教職員）10，マリンスポー

ツ業３，郵便局長，農業，水産加工業，雑貨店，雑貨

店兼漁業兼グラスボート，喫茶店，軽食・喫茶・日帰

り観光パック，自由業（執筆業）各 1 人である．農業

は 1 人，漁業は兼業の 1 人だけであるが，このほかに

も主に自家消費用として，農漁業を行っている人もい

る．さらに，無職（主婦を含む）9 人中 5 人は年金受

給者である．

　鳩間島での居住年数は，1 年未満 3 人，1 年以上 3
年未満 10 人，3 年以上 5 年未満 5 人，5 年以上 10 年

未満 4 人，10 年以上 20 年未満 4 人，20 年以上 30 年

未満 5人，30年以上 10人である．これらは通算年数で，

鳩間島で幼少期を過ごし，その後島外で生活し，鳩間

島に戻ったケースがかなりある．また，島外出身者は，

学校教職員だけでなく，単身あるいは家族で鳩間島に

移住した人や，鳩間島出身者の配偶者がいる．島外で

の主な居住地は（回答数 51：重複回答有），石垣 10，
西表 3，那覇 10，県内 9，県外 17，海外 1 で，鳩間島

のみが 1 人である．

　さて，次項以降の質問は，自由記載で複数回答可を

基本とし，類似の項目にまとめた．さらに，鳩間島の

居住期間の違いから生じる島や学校に対する考え方を

比較するため，島での通算居住期間を 10 年以上（19 人）

と 10 年未満（22 人）とに分け比較する．また，近年

の観光の発展との関連を検討するために，観光産業就



小規模離島における学校の役割と住民意識

-15-

業者（民宿，喫茶，マリンスポーツ，雑貨店を含め観

光客の利用が多い職業に就く者（18 人）とそのほか（23
人）を比較する．

　さらに，鳩間島出身者と，島外からの移住者との比

較も必要と考えられるが，居住歴 20 ～ 30 年の島外出

身者と島出身者を区別することは好ましくないと考

え，また，回答者のうち居住歴 10 年以上の島外出身

者は 4 人だけで，居住年数 10 年で区切った場合と結

果があまり異ならないと考えた．また，出身地を県外，

県内に分けて比較した場合，県外出身者が 10 余人と

少なく，母数が著しく異なる集団の比較となることに

加え，少ない母数では回答者が特定される可能性が高

くなるため検討しなかった．

3．研究対象地域の概要

 1) 鳩間島の概要

　鳩間島は周囲 3.9 km，面積 0.96 km2
で，石垣島西

方にある西表島のさらに北約 5.4 km に位置する島で

ある（図１）．1997 年に島内一周道路が完成し，徒歩

1 時間弱で回ることができる．人口は 2001 年以降増

加傾向にあり，2007 年 9 月末日現在 69 人である．竹

富町役場（2009）によると，竹富町の年間観光客入

域者数は 1977 年から 2008 年の間に，123,140 人から

1,138,656 人と約 9.2 倍に増加したのに対し，鳩間島

の観光客数は 132 人から 10,106 人と 76.6 倍にまで増

加している（図 2）．特にこの数年間の増加が著しく，

2003 年 586 人から 5 年間で 17.2 倍に急増している．

観光客の急増の一要因として，離島ブームの影響もあ

るが，2005 年 4 月から 6 月に海浜留学で鳩間島に来

た少女を主人公にした「瑠璃の島」がテレビ放送され

た影響も大きいと考えられる．ただ，ダイビングな

どのチャーター船による来島者は把握できないため，

統計よりも実数ははるかに多いとみられ，多い日で

100 人ほどが訪れる（沖縄タイムス，2007.4.17）．観

光客の増加により，週 3 便の貨客船しかなかった船

便が増え，2006 年 4 月から船会社 3 社あわせて夏季

は日に 2 ～ 4 便，冬季は 1 ～ 3 便運行し，高速船で

石垣島から約 50 分で行くことができる（2007 年 9 月

現在）８)
．この数年間に食堂もでき，長年 3 軒だった

宿泊施設も素泊まり民宿を含め 8 軒に増え９)
，比較的

長時間営業している雑貨店もある． 
　集落は，港付近の島の南側 1 ケ所で，フクギに囲

まれた赤亙屋根の家屋が残っている．集落から島の

図 2　鳩間島における観光客入域者数の推移

（竹富町ホームページに基づき作成）．

図１　研究対象地域

(1/25,000 地形図「鳩間島」平成 16 年修正，原寸）．
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中央に向かう高台に灯台があり，その横にある鳩間中

森は島の名所となっている．すぐ近くにある友利御嶽

をはじめ島内には多くの御嶽がある（図 3）．
　また，鳩間島は音楽や芸能活動が盛んで，沖縄民謡

「鳩間節」はこの島から生まれた．「芭蕉布」の作詞者・

吉川安一も鳩間島出身者で，そのほか民謡歌手も数名

在住している．毎年 5 月 3 日に開催される島をあげて

の音楽祭には 島の人口の 10 数倍となる約 1,000 人が

参加し，さらに 9 月にも 100 人規模ではあるが音楽祭

が行われるようになった．

　ところで，島の行政機能は低下したままである．沖

縄が日本復帰した 1972 年，県立八重山病院の鳩間診

療所が閉鎖され
10)
，1974 年に生徒がいなくなったた

め鳩間中学校が廃校となった（1984 年に島民の努力

の結果再開）．さらに，1981 年，鳩間島郵便局が郵政

省の合理化政策のため廃局となった（その後，島民が

委託業務局である鳩間簡易郵便局を設立）．現在，島

に診療所，交番，消防署などはなく，鳩間コミュニ

ティーセンター（鳩間公民館）は島民による自主運営

で，公的施設は鳩間小中学校のみである．

　一方，1988 年頃から公共工事が盛んになり，老朽

化した公民館に代わり同年鳩間コミュニティーセン

ターの新築，道路の舗装，桟橋の拡張，定期船が横付

けできる埠頭や防波堤が整備された．

 2) 鳩間島の人口推移

　鳩間島の人口の推移は，大城・加治工（1997) によ

ると，1702 年に鳩間村は黒島の保里村から男子 100
人と女子 50 人の寄人によって独立村となり，元々の

居住者推定 65 人とあわせて 215 人となった．その後

人口は増加したが，1771 年の大津波，さらに凶作と

飢饉，伝染病の流行により一旦減少した後，再び増加

に転じ，小濱（1996）によると，1949 年に 700 余人

でピークとなる．その後再び減少し，1965 年には人

口 200 人となり，さらに減少を続け，森口（1999）に

よると，本土復帰から 2 年後の 1974 年春には有史以

来最小の 21 人にまで減少し
11)
，島の大人たちは廃村

を現実のものとして意識するようになった（図 4）．
　鳩間島における戦後の人口減少には多くの要因があ

る．森口 (2005) によると，大型台風や大地震などの自

然現象の影響を指摘している
12)
．このほか，1972 年

に日本復帰しても水道が 1980 年まで引かれず，電気

は 1983 年まで制限給電であったこと，1960 年代初期

からヤマト（本土）が高度経済成長期を迎えたため，

若者に加えて壮年までもが挙家離村したこと，さら

に，カツオ節の産地であったが，1960 年代から急に

図 4　鳩間島の人口の推移

（国勢調査・竹富町住民基本台帳に基づき作成）．

図 5　鳩間島の人口構成（N=64 人）

（聞き取り調査（2007 年 9 月）に基づき作成）．

図 3　鳩間集落の景観

（2008 年 9 月 5 日筆者撮影）．
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